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代表取締役

永冨 和幸

堂々とした風格を備えた個性豊かな家

家族で楽しめるゆったりサイズの

アイランドキッチン

パズルのように組み立てる新ブランド「住まいのパズル」
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今ちょうど新しいブランドを立ち上げようとしているところです。既存の注文住宅ブランド「スペースラボ」

では、ご家族の大切にしている価値観と向き合い、ゼロから設計する家づくりをしています。

ミニマムに暮らす
白い家

ミニマムに暮らす
白い家

一方で、令和4年秋にスタートした新ブランド「住まいのパズル」では、私たちが今までやってきたものを

規格化して、パズルのように組み立てて家づくりをしていきます。

「スペースラボ」のようにフルオーダーの注文住宅は、誰もが憧れる理想の家ですが、残念ながら高額です。

そのため、新築をあきらめてリフォームやリノベーションをする方が増えています。

そこで、形状や寸法などを規格化してコストダ

ウンを図り、お客さまの手が届く価格帯でご提供

しようというコンセプトです。

さらに、ぎふの木ネットを活用すればコストダウ

ンが図れます。住宅プランもありますよね。それ

も踏まえて全部を束ねていくとメリットがあるの

かなということで、登録を決めたという経緯も

あります。

理想の家を設計士と共に創り上げる
ハイブランドを構想中

POINT

来年に向けて今、富裕層向けのハイブランドを考えています。「住まいのパズル」とは真逆のコンセプ

トなんですが、お客さまの理想の家を設計士と共に創り上げるという発想です。

実際、お客さまの中には、色や柄を選ぶのに1日以上かける方もいらっしゃいます。時間とお金をたっぷり

かけて、そのプロセスさえも楽しんでいただきたいですね。

今、設計の仕事をしたくてもできていない設計士さんがたくさんいます。そういった設計士さんのスキルと、

それを必要とするお客さまをつなげられたらと考えています。

株式会社 永冨
LEADER
INTERVIEW

私たち永冨は注文住宅をはじめ、戸建てや店舗のリフォーム・リノベーションを中心に、棚板一枚

からビル建設まで請け負う総合建築企業です。「最善のものを創る」をミッションに掲げ、お客さ

ま一人ひとりの思いにとことん寄り添い、他社が敬遠するような難しいご依頼にも匙を投げること

なく、最善を尽くしてきました。その結果、狭小地や変形地での建築を手がけることが多く、今で

は狭小住宅をもっとも得意としています。

技術を追求してきたというよりは、お客さまからいただく無理

難題に対して、どうやったらクリアできるか、作り手と一緒に

試行錯誤や創意工夫しながら、いろんなスキルを蓄えることが

できたといったほうが正しいかもしれません。金属製品や木製

品ひとつとっても、かなり難易度の高いことをやっていると

自負しています。

他社が敬遠する難題に最善を尽くす
お客さまの思いにとことん寄り添う家づくり

P a r t i c i p a t i n g  com p a n i e s  a n d  o r g a n i z a t i o n sぎふの木ネット協議会メンバー
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会 社 名

代 表 者

所 在 地

営業時間

T E L

F A X

株式会社 永冨

永冨 和幸

〒452-0803  愛知県名古屋市
西区大野木 4 丁目26番地

10:00 ～19:00

052-502-3800　

052-502-3810

写真のキャプション
写真のキャプション

C r e a t e  a  h e a l t h y  l i v i n g  e n v i r o n m e n t

会 社 概 要c o m p a n y

今、世界情勢を見たときに、合板に関しても輸入に頼って、よその国に儲けさせているわけですね。国内

需要を拡大化して、みんなでもっと豊かになればいいと願っています。

私がもっとも魅かれたのは、サプライチェーンであることです。岐阜県産材を使うことは、森林の管理や

雇用を改善し、流通や施工の地域業者も活躍でき、ユーザーの建築空間の機能性も上がる、まさに三方良し

の仕組みにつながります。

ぎふの木ネットの「三方良し」の仕組みに共感
ぎふの木ネットを広めるには
想いやビジョンを周知するのが先決

詳しくは
ホームぺージを
ご覧ください
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ぎふの木ネットのコンセプトは、これから家を建てる若い世代に共感してもらえると思っています。という

のも、今どきの若い人の消費行動って、商品そのものだけじゃなく、その商品の背景にあるストーリーに

共感して購入している人たちが増えていますよね。

だからこそ、ぎふの木ネットに登録されている企業の取り組む姿勢が問われると思っています。登録企業

がぎふの木ネットの考え方を理解し、賛同し、想いやビジョンを共有できていれば、その先のお客さまにも

伝わっていくものだと思うんですね。

お客さまに「安くできるよ」と売り込むのでは

なく、県産材を使うことのメリットをきちんと

お伝えできるかどうか。ですから、ぎふの木ネット

の想いやビジョンを周知するのが先決じゃないで

すかね。同じ価値観を持った企業・団体の集まり

になれば、自ずと同じ価値観を持ったお客さまが

集まってくると思います。
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info@nagatomi-kentiku.co.jp

https://www.nagatomi-kentiku
.co.jp/
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マイホーム相談会、ギャラリー見学予約受付中！長い一枚板を
使った式台
長い一枚板を
使った式台
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